
、



""""恒獣糸
術翲徼が

→ 因数定理にピンと来よう！どんなXを代入しても成立 /
T(x）がX一人で割り切れる

P（さが出てくるのは X=0を代入した 無 PK）=0」 →詳しくはokkeで、
ときだけ！

→ 同値なので、
P(x)P1-x）= P1×2）はXについての 「割り切れない がPK）キ0」恒等式なので、 X=0を代入して も言える6
Plo)Plo）= P10） が成立。

P(x）がX-1で割り切れないとき、
つまり. Plo）？ Plo） 因数定理より P（リキ 0 である。

⇐ > p(o）（Plo）- 1） = 0 →恒等式から P（りを作り出そう。'
⇐ > P l o）= 0 又 は I 使うはずなので、

そして P1-1）-1 = 0 を示せば OKとなって題意は示された。 网 ここで、題意の恒等式に X = 1 を
代入して、 PDP1-1）= P（り



つまり P（り（p（-1）-1）
= 0 →（りだけ使ってやっていく.

となるので、 Dより 11）より. P l x t a i t h x e 又は

P1-1）-1 = 0 P(x）=が thx+1 とおける。 （ato）
を得る。よって、因数定理より 鍵について考える。""""で割が
州""""""""
のとき

（3） 次数が決まっている PHP（か =Pげ）
→ 式を文字でおいて 恒等式を ⇐） f a i t hx）（aがbx）=ax4thが
考えれば定まる はず！ 安心 . ⇐> I×4_で×2=a×4+bが 係数比較 i

→ い）に）を使ってラクできないか
これ方式となるための、エ必要十分条件考える .
は、

（1） -） が t h x , aが thx+1 とおける ｛92=a → aキ0より al
- G = b → h(htt）=0に） → 見えにくい... P(x）が X-1で

割り切れる場合もある.場合分け 何 （a.h）=11.o）（Iii） （：ato）
してもいいけど、結局展開するし-.- である。



( i i ) P(x）=が+b×+I (ato） のとき、 以上（i）（i）より求める Plx）は
PHP（か =Pげ）

⇐）（ax'thx+1）（aがb×+y=a×4、，at，
𨸟にがたか忤×+1，が21-1+1-4

の 4つである。
⇐） （aたりこど×2=a×4+b×2+1
⇐> だが+（2a.by/tl=ax4+hXt1__
これが恒等式となるための必要十分条件

は；..............
. ||2a_だ=h

⇐> ｛a=1 Ca to）
+ b - 2 = O →（en）（G+2）=0

⇐> （a.h）=（1.1）（1，-2）

である。


